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 bel*fonte を始めたきっかけ
　東京で仕事をしていたのですが、結婚を機に夫の仕事の関係
で知り合いがいない福島県南会津町に住むことになりました。
最初の半年は孤独で、転勤族のため定職にも就けないというも
どかしさも感じてとても辛かったのを思い出します。
　契約社員として南会津の観光に携わる仕事をしているうち、

「南会津のイメージをよくしたい。」という同じ思いをもった友人
たちと、若い人が買いたくなるようなおしゃれでかわいいお土産
を作ろうと bel*fonte を立ち上げました。bel*fonte はイタリア

語で「美しい水源」という
意味です。南会津は水がき
れいなところですし、商品
のアイディアが次々とわき
上がってくるようにという
願いを込めました。　　　　　
　最初に作ったのが、きれ
いな水と地酒、トマトやは
ちみつなどの特産品を活か
した手作り石けんでした。

 bel*fonte の活動について
　現在は、8 人の作り手さんが分担して会津木綿や尾瀬の鹿革
など福島県の地域資源を活用した商品を作っています。家でで
きる仕事なので、子育て中の女性や転勤族の妻などが働いてい
ます。南会津の道の駅や、会津若松の雑貨店など県内10 ヶ所
で販売しています。
　その他、今年度から転入女性が暮らしやすい福島を作ること
を目指した活動も始めました。地域の事を学びながら仲間作り
を目的とした「WELCOME ワークショップ」や、転入女性の悩
みや相談、情報交換、ネットワーク作りを目的とした「転入女性
のしゃべり場」を開催しています。

　知り合いがいない土地に
来て、地域に馴染むことは
大変です。せっかく福島で
生活することになったから
には、家事や育児だけでは
なく、福島での生活を楽し
んで欲しい。bel*fonte の
活動を通して、そういう女性を増やしたいと思っています。そし
て、また次の転勤した先で福島の良さを話せるくらい福島を好
きになって欲しいのです。私が南会津を大好きになったように。 

 今後の活動について
　現在、転入する女性のために福島での生活情報を発信するサ
イトを作っています。知り合いのいない土地での生活は孤独で不
安です。福島での生活について事前に知ることができれば不安は
少し解消され、そこから、つながりができ、福島での生活を楽し
むことができると思います。さらに、そのサイトに掲載する記事
を転入女性の方に当事者の目線で書いてもらいたいのです。10
月以降ライター講座も実施する予定です。サイトを立ち上げるこ
とで新たな仕事を作ることができればもっとよいですね。
　bel*fonte の活動を通して社会と繋がり、女性たちがいきいき
と生活できる仕組み作りは、福島の良さを発信してくれる強い
力になると思っています。
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インタビュー

「いろいろな働き方
	 	 		　　を考える。」

会津木綿や
尾瀬の鹿革を
使った作品

　左のよだれかけは藤本さん
がご自身のお子さんのために
作ってもらったものを商品化。
　かわいいだけではなく、機能
性抜群だそうです。

　福島県内の働きたくても働けない女性（主に子育て中やパートナーの転勤等によって福島に住むことになった女性）
が社会と繋がり、いきいきと生活できる仕組みを創ろうという活動を行っている団体があります。
　ご自身も県外から転入された「bel*fonte（ベルフォンテ）」代表の藤本菜月さんにお話を伺いました。

作り手さんの作業風景（藤本さん提供）

藤本菜月さん
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